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■ 巻頭言 ■

大麻合法化と大麻使用罪創設の議論をめぐって
愛知県精神保健福祉協会　常務理事　

　藤　城　　　聡　
（愛知県精神保健福祉センター所長）

現行の大麻取締法では大麻の所持と譲渡は罪
に問われるが、大麻使用のみで罪に問われるこ
とはない。厚生労働省の「大麻等の薬物対策の
あり方検討会」は、令和３年６月25日、大麻使
用罪を創設すべきとする報告書を公表した。そ
の一方、カナダ、ウルグアイ、米国の一部の州
では、嗜好用の大麻の使用が合法化されてい
る。それらの国や州における大麻合法化による
弊害は、大麻使用による健康被害の他、米国コ
ロラド州での、交通事故発生率の増加、大麻摂
取による救急搬送数の増加、21歳未満の大麻使
用の割合の増加等であると報告書では示されて
いる。また、大麻の使用に対する罰則が規定さ
れていないことが、「大麻を使用してもよい」
というメッセージと受け止められかねない状況
となっていることを報告書は挙げ、大麻使用罪
創設の根拠としている。危険ドラッグの場合、
規制強化が乱用の鎮静化につながったという経
緯があり、使用罪創設が一定の抑止効果を持つ
可能性は否定できない。

大麻等現在違法となっている薬物の合法化、
あるいは非刑罰化については様々な議論がある
ところである。愛知県精神保健福祉センター
は、相談拠点として、多くの薬物依存症当事者

の回復支援に取り組んでいる。支援を行う中
で、とりわけ痛切に感じることは、依存症から
の回復のための困難に、逮捕後、特に矯正施設
からの出所後には、社会生活・社会復帰の困難
が加わることである。就労の選択肢が極めて狭
まり、住居の確保も困難になり、さらに家族・
友人との関係が疎遠になることなど、地域で利
用できる資源が非常に貧困化する。そして、逮
捕のたびに社会的孤立が進行していく。薬物使
用の重要なリスク要因として、社会的孤立があ
ることは諸家が指摘するところである。また、
多くの当事者が薬物使用を思いとどまる理由と
して、自助グループの仲間の存在や回復支援グ
ループ、支援者の存在を挙げている。

検討会の報告書では、「薬物乱用者に対する
回復支援に力点が置かれている国際的な流れに
逆行する」、「使用罪の導入が大麻使用の抑制に
つながるという論拠が乏しい」、「大麻事犯の検
挙者数の増加に伴い、国内において、暴力事件
や交通事故、また、大麻使用に関連した精神障
害者が増加しているという事実は確認されてお
らず、大麻の使用が社会的な弊害を生じさせて
いるとはいえない」、「大麻を使用した者が一層
周囲の者に相談しづらくなり、孤立を深め、ス
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■　こころの健康を考える講演会　■� 〈オンライン開催〉

長期・高齢化するひきこもりについて
日時：令和２年11月５日（木） 　　　　　　
講師：鳥取県立精神保健福祉センター所長　

原　田　　　豊 氏　

今日は、「長期・高齢化するひきこもり」に
ついて、お話をさせていただきます。よろしく
お願いいたします。

最初に、ひきこもりの基礎的な理解について
お話をさせていただき、それから、ここ数年問
題となっています長期ひきこもり、中高年のひ
きこもり、そして8050問題についても少しお話
をさせていただければと思っております。

Part１　ひきこもりの基礎理解

【１　ひきこもりとは】

最初に、ひきこもりの基礎理解ということで、
お話しさせていただきたいと思います。

ひきこもりというのは、もう多くの方がご存
じかと思うのですが、ひきこもりという病気が
あるわけではありません。

ひきこもりというのは、状態像です。仕事を
していない、学校に行っていない、自宅にひき
こもっている、人とのつながりがない、こういっ
た状態が長期に数か月、場合によっては数年に
わたって続いている状態にあります。

【２　ニートとひきこもり】

よく「ニート」という言葉も聞かれるかと思
います。ひきこもりというのは日本から始まっ
た言葉なのですけれども、ニートというのはイ
ギリスのほうから出てきた言葉です。比べるの
も少し概念が違うというところはあるのですけ
れども、ニートというのは、働いていない、学
校に行っていない、訓練を受けていないという
ようなことが定義になっています。

こうみると、ひきこもりも確かにニートとい
えばニートなのですけれども、僕らの抱いてい
るニートのイメージというのは、例えば都会の
ほうに行くと、働いてもいないし学校にも行っ
ていないけれども、友達とはわいわいカラオケ
に行って騒いでいる、テニスを楽しんでいる、
旅行に行っている、そういったコミュニケーショ
ンを比較的できる人たち。国のほうがニート対
策としていろいろな就労支援を行うのですけれ
ども、これはニートの人たちにはうまくいくと

ティグマ（偏見）を助長するおそれがある」と
いった少数意見も付記されている。

読者の皆さんはどのようにお考えになるだろ
うか。いずれにしても、薬物の問題を抱える人々

の回復と社会復帰・地域生活に対する支援に、
われわれは全力を果たさなければならないこと
にかわりはない。
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は思うのですけれども、なかなかひきこもりの
人に対しては十分うまくできません。これはな
ぜかというと、ひきこもりの人の重要なのは、
働いていない、学校に行っていない、訓練をし
ていないということだけではなく、自宅にこもっ
ている、親密な対人関係がない、こちらが大き
な課題になってきます。

この対人関係の困難さ、いわゆる対人恐怖、
集団恐怖、それから人と会うことにものすごく
疲労感を感じる（対人疲労）という、これがひ
きこもり支援において大きな課題になってきます。

【３　ひきこもりの歴史】

ひきこもりという状態自体は、昔からあった
と思います。ただ、30年ぐらい前、例えば家の
２階にひきこもっている、カーテンを閉めて暗
くしているというような人たちがいました。当
時は、こういう人たちの多くは、統合失調症と
いった精神疾患の場合が多かったわけです。

統合失調症といいますと、だいたい20代ぐら
いから、幻覚や妄想が出てくる病気です。例え
ば、自分は見張られている、あるいは自分は誰
かに狙われている、そういった被害的な妄想が
あったり、「おまえを殺してやる」といったよ
うな幻聴が聞こえてきたり。本人にとっては、
これを現実と感じますから、とてもつらいわけ
です。そのために、カーテンを閉めて真っ暗に
しているというようなことがありました。でも、
これは病気ですから、薬物で治療をすれば、幻

覚や妄想は軽減し、福祉サービスを利用したり
して、ひきこもりは改善します。

また、10年ぐらい前から、全国各地に就労継
続支援事業所など、精神障害者が通える事業所
が増えてきましたから、以前のように統合失調
症という病気があってひきこもっているという
人は、ずいぶん少なくなってきていると思って
います。

ところが、20年ぐらい前から、いわゆる病気
でないひきこもりの人たちが増えてきました。
２階の部屋にひきこもっている、部屋を暗くし
ている。家族は、これはもう何か精神科の病気
じゃないかと思って病院に連れて行くわけで
す。ところが、精神科の病院に行くと、結構普
通どおりに病院の先生と話をする、幻覚や妄想
なども認めないとなると、病院の先生としても、
これは病気じゃないので薬を飲んでも効果があ
りませんよとか、入院の必要はありませんよと
いうことで、病院としては治療対象にならない
と言われる人たちが出てきました。

その当時、精神疾患ではないひきこもりの人
を「社会的ひきこもり」と呼んでいました。今、
一般的に僕らがひきこもりというのは、この社
会的ひきこもりのことを指している場合が多い
です。

ところが、10年ぐらい前から、社会的ひきこ
もりの人たちの中にも、ひきこもる前は非常に
社交的でコミュニケーションも豊かだった人が
いろいろな精神的なダメージでひきこもってし
まったという人も確かにいますが、一方で、ひ
きこもる前から、あるいは小さいころから集団
が苦手だった、コミュニケーションが苦手だっ
た、対人緊張が非常に強かったという特性を
もった人たちが結構おられます。その人たちが、
そういった特性に十分な配慮を受けない、理解
してもらえないまま、学校や社会でいじめに遭っ
たり、パワハラに遭ったり、非常につらい思い
をして、結果的にひきこもってしまったという
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人が少なからずいるのではないかということが
分かってきました。特に、長期にひきこもって
いる人の中には、こういった人たちが少なから
ずおられます。

こういった人たちをよく見ると、ベースに発
達障害がある人、それから、発達障害とは診断
はされていなくても、そういう傾向があるとい
う人たちが、少なからずおられるのではないか
ということが、現場の中で感じられるようになっ
てきました。

【４　ひきこもりの３つの分類】

つまり、ひきこもりは、三つに分類して考え
ています。

 一つは、S群と書いてある、20代ぐらいになっ
てから、統合失調症などが発症してひきこもっ
ている精神疾患群。それから、A群と書いてい
ますけれども、もともとコミュニケーションと
か集団が苦手だった。でも頑張って何とかやろ
うと思っていたのですけれども、うまくできな
くて不適応を起こしてしまった。発達障害その
ものでひきこもるということはありませんが、
それが理解されなかったり、十分な配慮を受け
ないことで、二次的なダメージを受けてしまっ
たという場合です。

それからN群ということで、どちらでもな
い、いわゆる病気でもないし障害もない人たち
です。このN群の人たちは比較的、１年なり２

年なり家でのんびりと生活をすると、今はいろ
いろな若者就労支援制度もありますから、また
社会へ戻って行かれるという場合が多くあって、
場合によってはこのN群の人たちは、相談に来
られないまま改善しているというようなことも
あるのかもしれません。

ただ、見立ては重要なのですが、必ずしもこ
ういったものが明確には鑑別できません。例え
ば、10年ぐらい前からひきこもっている、ひき
こもりが始まったころは、特に病気も障害も感
じませんでした。ところが、２～３年ぐらい前
から非常に強い被害妄想が出てきて、結果的に
は、その状態像だけみれば、統合失調症と診断
される。このように、ひきこもっている途中か
ら統合失調症を発症したという人もおられます。

それから、僕のところの施設は、小学生や中
学生も診ているのですが、小学校の２年の頃に、
明らかにアスペルガー症候群（自閉スペクトラ
ム症）と診断していた人が、19歳になって、「頭
の中に盗聴器が仕掛けられている」と訴えられ、
明らかに統合失調症ということで、発達障害の
人が統合失調症を発症することもあります。

また、発達障害か発達障害ではないか、診断
が非常に微妙で分かりづらいところにいる人た
ちがたくさんおられます。この人たちのほうが、
むしろ社会的な理解が少なくて、多くのダメー
ジを受けているということもあります。

質問を事前にいただいていた中に、「ひきこ
もりの人たちを病院に連れて行くにはどうした
らいいだろうか」というものがあったのですが、
基本的に言えば、統合失調症で幻覚や妄想が明
確であって、その幻覚や妄想があるがために、
自分自身や第三者に非常に危害があるという場
合は、できるだけ早く精神科医療機関と連携を
取っていくということが必要になってきますが、
それ以外の場合は、あまり最初から積極的に精
神科医療機関に導入しようと思わないほうがい
いと思っています。
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多くの人たちは、自ら精神科に行きたくない
と思っていますから、初対面のときに、例えば
この人は発達障害っぽいなと思ったからといっ
て、「ちょっと精神科の病院へ行ってみましょ
う」というような話をすると、もうその段階で
関係が切れてしまいます。やはりまず関わると
きには、信頼関係を持つというところから始め
ていきたいと思いますから、積極的に急いで病
院に行く必要はないと個人的には思います。

ただ、地域包括支援センターの方からこういっ
た質問が出てくるというのは、病院に連れて行
くためにはどうするかということ以前に、病院
へ行ったほうがいいのか、行かずに様子を見た
ほうがいいのかということの判断がなかなか難
しいと、あるいは、自分たちだけで判断するの
は不安だというようなことがあるのかと思います。

そのためにも、日ごろから保健所や市町村、
医療機関、そういったところとお互いに顔なじ
みになっておくということが必要かなと思って
います。

そういう意味では、発達障害の勉強というの
も、ひきこもりを見ていく上では必要なのです
けれども、それは発達障害の人たちを病院に連
れて行って診断を受けさせましょうということ
ではなくて、仮に発達障害だったとしても、相
手側を傷つけないような関わり方はどんなふう
にすればいいのかということを一緒に考えてい
きましょうということです。

ですから、こういった勉強の研修も必要なの
ですけれども、なかなか地域包括支援センター
と精神保健福祉の仕事をしている人たちとが一
緒に仕事をすることがあまりないので、できま
したら事例検討を通じて、日ごろからちょっと
顔つなぎができればいいのかなと思っています。

Part２　ひきこもりの回復過程

では、ひきこもりがどんなふうに回復してい

くのかということを、少しお話をしたいと思います。

【１　ひきこもりのきっかけや背景】

ひきこもりの状態になるきっかけというの
は、実はさまざまです。不登校からひきこもり
になった人もいれば、仕事を辞めてからひきこ
もりになった人もおられます。特に40代以降の
人たちは、調べてみると、７～８割の方は仕事
の経験があります。

逆に、日本の中で不登校が増えてきたのは平
成８年から９年ぐらいからですから、今の30代
ぐらいの人たちは、不登校の延長線上でひきこ
もりになったという人もいます。ひきこもりの
予防については、ひきこもり自体は、一時的に
なるのは仕方がありませんから、長期にひきこ
もりになることをどのように防げるのか。ある
いは、そういったところへの関わりが切れてし
まうのを防ぐにはどうしたらいいかということ
を考えるのであれば、不登校の状態から継続し
て見られる機関が必要です。

それから、もう一つ重要なのは、非常に僕ら
のところでも最近相談が多いのですけれども、
30歳前後でもう仕事を辞めたいとか、仕事を辞
めてしまったとか、非常に職場でつらい思いを
してもうこの前辞めましたとか、いわゆる30歳
前ぐらいで不適応などが起きてしまって、仕事
を辞めてひきこもりになり始めた人たちの相談
を誰が受けるのか、誰がフォローするのか。む
しろこちらのほうをしっかりしていかないと、
長期のひきこもりの人はこれから増えてくると
思います。

ただ、この30歳前後から仕事を辞めてひきこ
もりになってくる人の中には、少なからず発達
障害の人がおられます。診断が重要というわけ
ではなくて、発達障害というのはどういうもの
かということを知っておいて、こういう人たち
に関わっていくということが重要です。

ひきこもりの相談をしていると、最初に、「外
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に連れ出すにはどうしたらいいでしょうか」と
言われることも少なくありません。しかし、彼
らは外に出られるのに出ないのではありません。
外に出られるのに出ないのであれば、なんやか
んや言いながら外に一緒に出ることを考えれば
いいわけですが、彼らの多くは、出られるのに
出ないのではなくて、出られないのです。だか
ら、この出られないのは何で出られないのかと
いうことを理解して、そして出られないのは、
今は仕方がないというところから入っていかな
いと、本人たちは非常に外に連れ出されること
には恐怖感を感じています。

では、出られないのはなぜかというと、その
背景の多くにあるのは、対人恐怖であったり、
対人不安であったり、人と接することに著しい
疲弊感を感じるというところにあるのです。

ひきこもりの背景で、一番大きいのは、「エ
ネルギーの低下」です。これに関して、まず少
しお話ししたいと思います。

ひきこもりに至るまでは、非常にさまざまな、
学校や会社、あるいは日常の生活場面で、多く
の身体的な疲労や精神的な疲労が長期に続いた
結果、エネルギーが低下していくことがあります。

【２　ひきこもりからの回復過程】

ひきこもりからの回復過程です。はじめに、
ひきこもりに至る場合、なかなか周りの人たち
はすぐに気付きません。不登校もそうです。よ
く車に例えて話をさせてもらうのですが、車は

ガソリンが満タンでも、ほとんどガソリンがな
くても、時速60キロで走ろうと思ったら走れま
す。はた目から見ると普通どおり走っていま
す。一般的には普通の状態では、ガソリンを給
油しながら走っています。けれども、ひきこも
りになる前の状態というのは、ガソリンを入れ
る暇がない、だから、ある日突然止まってしま
うわけです。

はた目から見るといきなり止まるのですが、
急いで車を押しても車は動きません。結果的に
は何をするかというと、車であればガソリンス
タンドに行ってガソリンを満タンにすればいい
のですが、ひきこもりの人たちの場合は、エネ
ルギーをできるだけいっぱいに、元に戻すこと
が必要です。エネルギーを元に戻すにはどうし
たらいいかというと、やはりこれは休養が必要
なわけです。

ただ、ガソリンスタンドはものの数分で終わ
りますけれども、エネルギーの回復には数か月、
あるいは数年かかります。エネルギーがかなり
回復して、初めてひきこもりが改善していくわ
けです。

【３　エネルギーの低下について】

では、エネルギーの低下はなぜ起こるかとい
うと、職場や人間、日常の生活の中のさまざま
な身体の疲労、それから精神的疲労、特に人間
関係です。いじめとかパワハラとか、あるいは
厳しい叱責があるとか、自分自身がものすごく
周りに気を遣いすぎて疲れてしまったという人
もいます。

早めに休養すればいいのですが、皆さん、ど
こで休養していいのか分からないとか、休養で
きる環境になかったとか、あるいは、まじめで
自分は休養しないという人もおられます。ひき
こもる前の状態は、周囲に合わせるのにものす
ごくエネルギーを使っているという人たちが多
くおられます。エネルギーが落ちてくると、改
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めて振り返ってみると、ご家族も言われるので
すが、ひきこもる前は気分が落ち込んだり、元
気がなかったり、疲れやすかったり、非常に身
体の不調、頭が痛い、めまいがある、下痢があ
るとか、こういったことを訴えられていたと言
われます。日常でもさまざまな症状が出てきます。

これはどこで気付くかというと、一番分かり
やすいのは、僕はよく、家に帰ったときの様子
を聞いてみたらという話をします。ひきこもる
前の人は皆さん、ものすごく頑張っている人が
多いのです。ですから、学校の中では普通っぽ
く見えたり、職場でも元気に頑張ってやってい
るように見えていたりします。では、一番どこ
が分かりやすいかというと、家に帰ったときで
す。家に帰ったとき、大体元気な状態がまだ
残っていれば、例えば学生さんであれば、家に
帰ってすぐ宿題をする、着替える、お父さん・
お母さんの手伝いをする、友達と遊ぶ、きょう
だいで楽しく過ごす、そういった行動が見られ
ると、まだ余裕があるなということが感じられ
ます。一方で、外でいっぱいいっぱいだなと、
もうこれは消耗しているなと、もうこのままだ
ともたないなという状態だと、家に帰ってきた
らもうぐったりしている、元気がない、いらい
らしていてお母さんの一言一言にかみついてく
る。一方で、部屋に入ってぼーっとしている。
いらいらしていますから、きょうだいげんかが
出てくるという状態が見られます。

高校生をよく面接するのですけれども、ある
いは、親御さんの面接でもそうですけれども、

「家に何時に帰るの」と聞きます。そうすると
「５時に帰ります」と。「じゃあ、何時に夕食食
べるの」と言ったら、「６時半に食べます」と。

「じゃあ、この５時から６時半の間、１時間半
どうやって過ごしているの」と聞くと、まだ余
裕が残っていると「宿題をします」とか、「お
母さんと一緒に夕食をつくります」といったこ
とを言います。一方で、もう元気がないと、

「ぐったりしています」とか、「ぼーっとしてい
ます」とか、お母さんから聞くと「いらいらし
ています」と言われます。

これはもういっぱいいっぱいの状態ですから、
ちょっとこうなってくると、できればゆっくり
と休養させてあげたいです。学校を休ませな
さいとまでは言いませんけれども、本人がもう
今日は学校に行きたくないと言ったら、じゃあ
もう今日は自分で決めていいよというふうに、
ちょっと様子を見てくださいと言っていきます。

こういった状態が続いて、周りからの何の理
解もない、あるいは配慮がなくなっていくと、
結果的にひきこもりや不登校になっていくわけ
です。

ある中学２年生の男の子がいました。とても
まじめな子で、クラスの中でも気を遣う、勉強
もまじめにする、先生からも同級生からも信頼
があります。ところが、実は、ものすごく周囲
に気を遣っていたのです。お母さんから聞くと、
小学校の６年ぐらいから、家に帰ったら玄関で
倒れてしまい、寝込んでしまう。玄関で寝るの
です。非常にお母さんが、よく分かっている人
で、玄関で２時間ぐらい毛布をかけて寝させて
くれるのです。２時間ぐらいすると本人は少し
元気が戻って、そのまま風呂場に行ってシャワー
を浴びて、それから夕食を食べて、まじめです
から宿題をして寝るというようなことを、後々
聞くと小学校６年ぐらいから繰り返していました。
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ところが、中学２年生の２学期になったとき
に、クラス委員になってしまいました。別にい
じめでも何でもなくて、みんなから信頼も厚い
し、先生も推したのでなってしまいました。と
ころが、本人としてはもういっぱいいっぱいで
すから、その日、家に帰るなり、玄関でいつも
のように倒れ込んで、お母さんに、「もう今で
もぎりぎりなのに、クラス委員なんかになった
ら、僕はもうだめだ、無理だ」と言って、実は
それから10年間ひきこもっていました。

一歩引いて見てくれた、いいお母さんなので、
少しずつ回復してきて、10年ぐらい経ったころ
に、やっぱりそろそろ自分も何とかしようかな
と本人が思ったのでしょう。お母さんに、外に
出るにはどうしたらいいかと言いだして、僕ら
のところにも相談に来られました。

実は面接経過から、この人は自閉スペクトラ
ム症でした。世の中の人は、自閉スペクトラム
症の人は全然気を遣えないと思っている人が多
いのですが、その逆の人はたくさんいます。本
当に気を遣う、うまくする。ただ、ほかの人と
違うのは、表面的にうまくしても、ほかの人よ
りもエネルギーを10倍ぐらい使う。だから、も
のすごく疲れてしまうのです。

本人も、ある程度それを自覚していたので、
今はちょっと自宅でのんびりしながら、障害年
金を受給し、就労継続支援B型事業所に通うと
いう生活を続けています。

こういうふうにエネルギーが低下してくると、
やはりひきこもる状態にならざるを得ないとい
うことがあります。では、ひきこもりの回復に
は何をするかというと、まずこの落ちたエネル
ギーを取り戻すことが必要になってくるのです。

【４　ひきこもりの回復のために】

ひきこもりの回復のためには、重要なことが
二つあります。「安心・安全な環境」、それか
ら「理解してくれる人の存在」です。また、回
復には一定の期間が必要なのです。焦らずに待
つ、見守る。人によればこれが月、年単位になっ
ていきますから、やはりご家族は焦りがどうし
ても出てきます。不安も出てきます。支援者は
その不安を和らげるということが重要になって
いきます。

安心・安全というのは、自分自身が安心・安
全だと感じることです。「家の居心地がよすぎ
るとひきこもりが長引く」というようなことを
言う人がいますが、そんなことはまずありませ
ん。僕らが診ている人たちの中でも、やはり家
でゆっくりと安心してひきこもってくると、居
心地がよくなって、そして回復してきて、それ
から少し頑張って、皆さん外に向かって出て行
かれますから、やはり家で安心・安全という環
境があるということは重要になっていきます。

それから、理解してくれる人の存在です。や
はり本人にとって一番身近な人が理解してくれ
る人ということが、より回復につながっていき
ます。自分は決して怠けているわけではないと、
非常に自分はつらい思いをしてきたと。本当は
自分も学校に行ったほうがいいのだろうなと、
仕事に行ったほうがいいのだろうなと、内心で
は親御さんもそう思っているのだろうなという
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ことは、重々分かっています。分かっているけ
れども、やっぱり外に出られない。そういうつ
らい状況にあるということを、身近で理解して
くれている人がいるというだけでも安定につな
がっていきます。そのためにも、本人が来ない
と分からない、本人が来ないと相談に乗れない、
というのではなく、家族だけが来られたら、ま
ずは、その家族支援が重要になっていきます。

僕が診ている人の中にも、家族支援をしてい
く中で結果的に本人が安定してきて、２～３年
経ってから本人が僕らの面接に来られたとか、
それから、２～３年経って本人が落ち着いて、
自分は仕事を探しに行きたいと言い出したので、
本人をヤングハローワークや若者サポートステー
ションのほうに紹介して、家族は引き続き僕ら
のところに相談に来ていただいて、そして家族・
本人の了解を得て、サポートステーションやヤ
ングハローワークと当センターとが連絡を取り
合うというようなことは、決して珍しいやり方
ではありません。

家族支援というのは、とても本人の回復には
重要なことですから、本人が来られなかったら、
あまり本人と会うことを急がなくても、まずは、
家族を支援していくというところから始めてい
きます。

【５　家族の不安を和らげる】

「一度不登校になるとますます学校に行けな
くなる」、「一度ひきこもると長期化するからひ

きこもらせたらだめ」、これは大きな間違いで
す。このような言葉には何の根拠もありませ
ん。ただ、家族は将来の不安がありますから、
こういう言葉を聞かされると、とても不安になっ
てきてしまうのです。

家族というのは、常に葛藤と不安を持ってい
ます。今はゆっくりと休ませてあげたいと、ほ
とんどの家族は思います。ところがその一方で、
自分たちがいる間はいいけれども、もし自分た
ちが仕事ができなくなったり、あるいは将来自
分たちがいなくなったりしたらどうなるのだろ
うという不安があります。そうすると、将来が
不安だから、優しくするだけではなくて、もっ
と厳しくしたほうがいいんじゃないかというふ
うに思ってしまうこともあります。支援をして
いる経験のある人たちは、ここで厳しくしたと
ころで全く効果がないということは重々分かっ
ていますが、やはり家族は、なかなか分かって
いても不安がくるわけです。特に親戚から、「こ
んなふうに放っておいたらだめよ」とか、「私
が親だったらもっと厳しくするわ」などと言わ
れると、親戚は別に悪気があって言っているわ
けではないのですけれども、家族の不安をかき
立ててしまいます。そうすると、家族が動揺し
て本人に厳しく当たる。そうすると、本人のほ
うが、また動揺してますますひきこもりが悪化
していくというようなことはよくあります。

ですから、家族のこういう不安な気持ちを支
える、応援するというようなことは、やはり家
族支援において重要になっていきます。昨今「引
き出し屋」と言って、無理やり本人を連れ出す
というようなところもあるわけですけれども、
ああいうやり方をしてしまうと、彼らは、もと
もと対人不安・対人緊張がありますから、その
ときは恐怖感や強制力で表面的には従いますけ
れども、それは表面的に従っているだけであっ
て、対人不安・対人緊張がよくなるわけではあ
りませんから、結果的にはまたそれがどんどん
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厳しくなっていって、すぐに元の状態に戻って
しまいます。

【６　回復の３段階】

ひきこもりの回復段階、「充電期」「安定期」
「活動期」と書いていますけれども、「この人だ
いぶよくなってきたな」、「まだしんどいんだろ
うな」というのは、いろいろな見方があると思
うのですけれども、僕らが一番基準にしている
のは、その人の持っている対人緊張・対人恐怖
です。ひきこもりの人が外に出られないのは、
人と会うことへの緊張感や疲労感ということが
多いと思います。 

（１）充電期

充電期というのは、本当にひきこもりの初め
のころです。ですから、部屋にこもっていらい
らしている。本人も、まさか自分がひきこもる
とは思っていなかった。高校に入ってから、自
分はちゃんと卒業して大学に行って社会人にな

るつもりだった。でも、なぜかよく分からない
けど、高校に行けなくなってしまった。周りか
ら将来どうするのと言われても、それは本人が
一番分かっていませんから、それを言われれば
言われるほど混乱していきます。

安定期になってくると、家の中ではだいぶ落
ち着いてくる。ところが、外の人と出会うとま
だまだ疲れが出てしまう。

活動期になってくると、外の人と出会っても、
それほど緊張が強くなくて疲れも感じなくなっ
てくる。この活動期ぐらいになってくると、何
とか仕事のことが考えられるようになってきま
す。そのため、充電期のころは、やはり家の中
で安定するまでちょっとのんびりとさせてあげ
るということから始めていきます。

充電期はエネルギーが低下している状態です
から、家にこもることが多く、家族と顔をあわ
せない、食事もとらない、いらいらしている、
怒りっぽい、ときにはゲーム・スマホばかりし
ている。よくゲーム依存と言われますけれども、
ゲーム依存とは全く逆です。彼らはすることが
ない、非常にいらいらする、何もしないと不安。
不安だからゲームをしたりスマホをしたり、だ
らだらと動画を見たりするわけです。取り上げ
ても寝ているだけ、あるいは取り上げられると
することがなくなって、家庭内暴力に発展する
こともあります。
～充電期の生活場面～

では、この充電期に何をさせてあげればいい
のかというと、多くの人はひきこもりに至るま
では、周りのペースに無理やり合わせてきて疲
れてきていますから、今はその逆です。最初は
自分のペースでのんびりと過ごさせてあげます。
そうすると、ちょっとずつちょっとずつ元気に
なっていきます。

本人に学校どうするの、仕事どうするのと言っ
ても、本人もどうしていいか分かりませんから、
ますますひきこもってしまいます。場合によっ
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ては、これが家庭内暴力に発展していきます。
自分のペースでのんびり過ごすということが、
一番回復にはつながるのですが、これを周囲か
ら見ると、わがまま放題させているというふう
に見えますから、この部分に対しても、家族支
援が必要になっていきます。

ただ、このときに、本人が非常に金銭的に高
額なものを要求するという場合は、これはケー
スバイケースで、その家庭の経済状況や、ご家
族の考え方もあり、対応は、その都度一緒に考
えていきます。

充電期では、日常の声掛けに努めます。声掛
けをするときは穏やかに、丁寧に、一度だけ。
叱責や説教・説得は何の効果もないばかりか、
ひきこもり状態を悪化させます。

当センターに、ひきこもりの相談はたくさん
来ています。それから鳥取県の場合は、NPO
の団体がひきこもり地域支援センターを持って
いて、当センターとは１か月に１回、いろいろ
と打ち合わせをします。僕らのところ、あるい
はひきこもり地域支援センターに通っている人
の中には、５年10年20年ひきこもっていて、今
は頑張って社会参加している人がたくさんいま
す。もちろん、まだひきこもっている人もいま
すけれども。

５年10年20年ひきこもっていて、今地域の中
で頑張って社会参加している人たちの中で、お
互いの経験の中で叱責した、説教した、説得し
て外に出たという人は一人もいません。やはり
ある程度じっくりと付き合って、ある程度本人
が元気になって、ちょっと対人恐怖が緩んで、
その対人恐怖に配慮した形でいろいろなサービ
スを提供して、そして今頑張っているという人
たちですから、あまり叱責や説得には意味がな
いと、個人的には思っています。

会話ができるようになっても、仕事とか学校
の話はしばらく避けるようにと話します。しな
くて大丈夫ですかと、ご家族や支援者の不安は

分からないわけではありませんが、本人たちは
学校や仕事に行ったほうがいいということは十
分分かっています。分かっているけれども、今
はそこに行けない。だから、この話をしようと
思ったら避けるのです。避けるのは当たり前で
す。避けるというのは正常な反応です。ただ、
避けることばかりしていると、本人のコミュニ
ケーションが家族ともなくなってきます。社会
に出たときに、自分の気持ちを言語化するとい
うことは必要です。ですから、家の中ではのん
びりと本人の好きな話題で会話をして、コミュ
ニケーションができるような環境をつないでお
くということのほうが、将来いい方向につながっ
ていくと思っています。
～不用意に本人の領域に入らない～

長期に不安な人たちは、ひきこもりになる前
に非常につらい思いをしてきています。そうい
う意味では、今は、社会から距離をあけること
によって、自分自身の安心・安全を保っている
からこそ、安定している人がたくさんいます。

ですから、不用意に本人の領域の中に入ると
混乱を生じます。不用意に本人の家の中に入っ
ていく、不用意に本人の部屋の中に入っていく、
あるいは不用意に本人が嫌だと言っているよう
なことを強引に推し進める。こういうことをし
ていくと、本人が混乱を生じて、ますます対人
恐怖が高まっていきます。

彼らは非常に嫌なこと、悪いことばかり覚え
てしまっています。これは不安だから仕方があ
りません。よく親御さんで、「楽しかったこと
もあったでしょう」と本人に言う人がいるので
すが、先日、30歳ぐらいで今ひきこもり始めて
いる人が、「非常につらいことばかり思い出す。
楽しいことは何一つ覚えてない、つらいことし
か頭に残っていない」と言っていました。これ
は別に、つらく嫌なことしか覚えていないとい
うわけではなく、本当は楽しいこともあったの
でしょうけれども、つらい話ばかりするという
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のは、これは今の現状がつらいのです。今がつ
らいから、つらいことばかり思い出す。だから、
つらい話ばかりし出したときは、もっと楽しい
ことをしようよとか、前を向こうよ、と話すの
ではなく、今がつらいのだなと思ってあげてく
ださい。

ですから、つらい嫌な昔の話をされるなと思っ
たら、それはやはり聞いてあげてください。そ
して、今がつらい、今のつらいことを少しでも
軽くすることがあればということを、考えてい
ただいたらいいかなと思います。今のつらさが
少し軽くなってくると、昔のつらい話はずいぶ
んしなくなっていきます。

（２）安定期

エネルギーが回復してくると、少しずつ家族
とも普通に話ができるようになります。ご家族
としては、これだけ普通に話ができるのだった
ら、もうそろそろ外に出られるのではないかな
と思われるのですが、ちょっと外で人と会って
しまったときの様子をみると、一目散に逃げた
り、数分間会話をしてもその後疲れきってしまっ
ています。その様子を見て、ああまだ家族とな
らいいけれど、第三者の人と話すにはとても疲
れるのだなと、家族も感じられます。
～安定期の生活場面～

ご家族には、この時期は何でもいいから家の
中の用事を頼んだらいいよという話をします。
このとき、本人たちは外に出る不安、それから

人のペースに合わせる不安がありますから、少
し落ち着いてきたら、「人と会うことがない、
自分のペースでできること」を頼んでごらんと
いう話をします。家の中で人と会わなくていい
もの、マイペースでできるもの。例えば、風呂
掃除や洗濯物をたたむというところです。

ここで重要なことは、ひきこもっている人、
不登校の人たちというのは、自分は役に立って
いないというような気持ちをたくさん持ってい
ます。ですから、例えば、お兄ちゃん・お姉ちゃ
んは学校に行っている、働いている。自分は家
にひきこもっている。お父さん・お母さんは、
心の中ではお兄ちゃん・お姉ちゃんがかわいい
のだろうなと。それから、お兄ちゃん・お姉ちゃ
んは親孝行している、自分は何も親の役に立っ
ていないというような、非常に引け目を感じて
います。

ですから、何かを頼まれるということは、決
して嫌ではないのです。ところが、その頼み方
です。例えば、「あなたは家の中で何の役にも
立っていない。ごろごろしている。せめて洗濯
物ぐらいたたんでよ」と言われたら、やはりや
りません。仕事でも何でもそうです。やらされ
ていると思うとやれないのです。

ところがそうではなくて、「お母さん最近仕
事が忙しくて、くたびれて、帰るのも遅い。家
に帰ってからでも疲れきっている。あなたが洗
濯物たたんでおいてくれていると、お母さんとっ
ても助かるわ」と。洗濯物をたたむのはやらさ
れているのではなくて、お母さんのためにやっ
てあげているというように、自分自身が役立っ
ているという感覚があることのほうが、皆さん
頑張ってくれます。そして、やってくれたとき
はお礼をきちっと言うことも重要です。

外に出るときも、本人をどこかに連れ出そう
と思うのではなくて、「お父さんお母さん、こ
れからちょっとイオンに行くけれど、あなたも
一緒に来る？」と聞いてもらって、一緒に行く
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と言えば連れて行く。行かないと言えば「じゃ
あ、留守番お願いね」ということで、自分が連
れ出されると思うと、本人も非常に緊張感や不
安感を抱きますから、お父さん、お母さんに付
き合うという感じ、あるいはお父さん、お母さ
んのために何かやってあげることがあるという
ことを考えていって、頼んでごらんという話を
よくします。

そうすると、最初のころは家族以外の人と短
時間話しているだけでも、ものすごく強く疲労
やいらいらを認めていた、僕個人は「対人疲労」
と呼んでいるのですが、それが次第に回復する
に従って疲労感も軽くなっていきます。

（３）活動期 

こんなふうに対人疲労が改善してくると、だ
いぶ元気になってきたなと思います。この程度
回復してくると、親御さんは、もうそろそろ何
とかしてほしいなと思い始め、本人自身も周囲
のことに関心を持ち始めます。ただ、関心を持
つのですけれども、やはりひきこもりが長いと
将来への不安も出てきたり、具体的に外にも出
たほうがいいとは思いながらも、どうしていい
のか分からないというようなことがあります。
そういうときには、いろいろな社会資源の情報
を本人に伝えることはありますが、積極的に行っ
てごらんとまでは、あまり勧めません。

例えば、「本人が仕事をしてみたい」と言っ
た場合、本人が仕事をしたいと言っても、でき

る・できないは別問題です。ですから、僕らの
ところでもよくある話なのですけれども、本人
が仕事をしたいと言い出したので、「じゃあ明
日ハローワークに行ってみようか」と言うと、
本人が引いてしまったというようなことはよく
あります。本人が仕事をしたいなとか、そろそ
ろ学校に行こうかなと言っても、それはうそで
は全然ありません。本心です。でも、だからと
いって、不安や恐怖感がありますから、すぐに
行けるわけではありません。

そのため、そういうふうに本人が、「仕事を
してみたいな」と言ったときには、親御さんに
は「じゃあ、あなたがもし仕事を探したいなと
思ったら、お母さんがハローワークとか、どん
なところがあるのか聞いてきてあげるから、そ
のときは言ってね」というふうに、本人に決定
権を任せます。本人としては、自分が行くと言
うまではお母さんも一歩引いてくれていると、
お父さんも様子を見てくれていると思うと、安
心感が出てきて、素直に自分の気持ちを話せる
ようになっていきます。「仕事をしたいな」と
言い出して半年ぐらい経ってから、自分のほう
から「お母さんが昔言っていたヤングハローワー
クにちょっと行ってみようかな」と言い出すこ
とは、珍しいことではありません。家族として
は、非常に焦る気持ちは強いかと思いますが、
無理をしないということは必要になっていきます。
～当面のゴールは…～

当面のゴール、将来に向けてどのようなこと
が不安か。生活の支援か、経済の支援か、就労
の支援か、本人が望むところから考えていきた
いと思っています。一般就労、福祉就労、どこ
から入るか、どんなものがあるかを本人に説明
をして、本人から希望を聞いたりします。

ただ、ひきこもりの人たちというのは、仕事
を探すときでも、どのようなハードルが一番高
いかというと、ほとんどの場合は、人との出会
いです。僕らは、統合失調症の人たちが仕事を
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探すときは、本人の好きそうな仕事から入って
いくのですが、ひきこもりの人たちは、仕事を
探すときにまず僕らに聞くのは、「支援者はど
んな人ですか」、「どんなスタッフですか、どん
な人がそこにいますか」、「自分は怒られないか」
と、そういうことを気にされます。

実際に僕のところに、７～８年ぐらいひきこ
もっていて今通所している人がいます。鳥取県
には就労継続支援事業所だけではなくて、鳥取
県独自のひきこもりの人の就労体験事業という
のがあります。それは働く訓練というよりは、
集団慣れです。例えば、１週間に２時間しか行
かない。でも、その２時間行くことだけでも大
変なのです。その人は人が少ないときに事業所
に入って、ついたてのある、人と会わないとこ
ろで２時間だけ作業をして、そして人の少ない
時間をみて帰っていくことをしています。１週
間に２時間だけ通って、２年ぐらい経ちますが、
他の利用者とはほとんどしゃべりません。ただ、
本人の話を後々聞くと、「最近帰りにスタバで
コーヒー飲んで帰ります」などと、結構行動の
幅が広がってきています。やはり彼らのハード
ルは、人と会うことへの不安感、強い緊張感が
あります。

Part３　ひきこもりの長期化

【１　対人恐怖・集団恐怖】

長期にひきこもっている人たちの中には、す

でにエネルギーが十分戻っている人がいます。
実際に、家の中で料理をつくってくれたり、掃
除・洗濯をしてくれたりしている人もいます。
これだけできるのだったらもう外で何とかでき
るのになと思うのですが、なかなか外には出ら
れないという人がいます。家の中では普通なの
に、家族以外とは会いたくない、外に出ること
は極力避ける人がいます。ひきこもりが改善し
ない。この場合、強い対人恐怖が残っている人
たちが結構多くおられます。

対人不安・緊張が高くて、短時間なら家族以
外の人でも普通に接することができます。ただ
この場合も、わずか５分10分話をしただけで、
その後に強い疲労感を感じてしまうのです。

僕の診ている人で、非常に今は落ち着いてい
て、家の中でお母さんと夕食をつくってくれます。
お母さんたちと普通に話もします。ところが親
御さんが「回覧板を隣の家に持って行って」と
言うと、本人は「それは絶対にできない」と言
います。回覧板を持って行くのは、隣の家まで
１分もかかりません。僕らが普通に考えたら、回
覧板を持って行くのと夕食をつくるのとどちらか
一つ選べと言えば、迷わず回覧板を選びますよね。

ところがその彼女は、回覧板を持って行くの
に強い恐怖感を感じます。もし外に出て、誰か
に会ったらどうするのと。挨拶をしたときに、
いろいろ聞かれたらどうしたらいいのと。誰と
も会わなかったとしても、誰か外から私を見て
いたら何か言われたらどうするのと。こういう
対人恐怖の強い人たちにとったら、回覧板を
持って隣の家まで往復するというのは、一言で
言えば夕食をつくるよりもエネルギーが要るこ
となのです。

もちろん個人差はありますが、ひきこもりの
人たちと話をするときに、彼らがどこの部分に
強い不安感を持っているのかを理解しておかな
いと、気軽に、「これしてみたらどう」という
ことを勧めても、周りの人たちから見るとそれ
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背景に発達障害がある場合がありますから、
障害特性、やはり発達障害の特性はどんなもの
なのかということを、機会があれば少し研修で
もできればいいかなと思っています。

こういう恐怖感のある人たちは、いわゆる支
援者の人たちと、新たに安心できる人、意外と
自分が失敗しても、拒否しても、この人たちは
怒らないのだなとわかると、例えば事業所に行
き始めても、やはりひきこもりで長期にいた人
たちは、くたびれると「やっぱりちょっと休ま
せてください」とか、「もうつらいからちょっ
と今日はもう無理です」と言います。

これが昔だったら、「何をしている」とか、
「もっと根性出せ」とか、つらいことばかり言
われてきたのが、「それだけしんどかったら、
ちょっと一息入れようか」と言ってもらうと、
意外と安心、人って怒らない人もいるのだなと
いうようなことで、こういう体験を積み重ねて
いってもらうと、少しずつ皆さん外に出ていか
れるようになっていきます。

ほど大したことないというようなことであって
も、本人にとってすれば、ものすごくエネルギー
の要ること、恐怖なことというのがあります。

つまり、ひきこもりの背景には、エネルギー
の低下と対人恐怖・集団恐怖の大きな二つの要
素があります。だから、同じひきこもっている
人でも、対人恐怖・集団恐怖のない人はある程
度、１年２年、場合によっては３年近くのんび
りと家の中で自分のペースで生活していくと、
さまざまな就労支援の制度を使って回復してい
くという人は結構おられます。

ただ、強い対人恐怖・集団恐怖のある人たち
は、３年５年と長期化してきます。家の中では
エネルギーが回復してくると落ち着いてくるの
ですが、どうしてもそこから止まってしまって
いるという人たちもいます。強いダメージを受
けた場合もあるし、またこれに加えて、もとも
と対人緊張・不安が高かった場合もあります。

背景に発達障害があった人もいます。経験的
には、もともと発達障害があってつらい思いを
して、集団がつらかった人たちがいじめとかパ
ワハラに遭って、より強いダメージを受けてし
まってというような、その二つが重なってしまっ
ているという人たちが実際には少なくありません。

では、この人たちはもう二度と外に出ないか
というと、口では彼らは言います。「もう僕は一
生外に出ない」とか、「自分にもう出ろと一切
言うな」とか。僕らが診ている人の中でも、「一
生外に出ない」と言っていたけれども、今は出
ている人は結構います。これを聞くと家族は驚
きますけれども、「一生外に出ない」というのは、
これはもう「今の僕に外に出る話をしないでく
れ」ということを訴えているだけですから、あ
あ今の彼に外に出る話はとてもつらいのだなと
いうふうに理解をしたいなと思っています。

【２　恐怖症状の軽減のために】
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Part４　中高年層のひきこもり

【１　長期化と高齢化】　

今日のもう一つの課題ですけれども、近年増
加している中高年のひきこもりです。実は、長
期化と高齢化は違うのです。高齢化しているひ
きこもりの人たちの中にも、中学のころから30
年ひきこもっているという人もいれば、実は30
代になってからひきこもっているという人もい
ますから、必ずしも長期化・高齢化は同じ問題
ではありません。

ただ長期化というときに、もう一つの別の意
味での長期化の問題があります。行政機関やい
ろいろな相談機関では、今までなら、相談に来
られると、医療的な要素が強い人は医療機関に、
福祉支援が必要な人は福祉関係にバトンタッチ
していけました。

ところが、ひきこもりの人たちは、医療が必
要のない人、あるいは医療が必要だったとして
も本人たちは行かないということで、医療導入
ができない。それから、非常に福祉サービスを
拒否するということで、福祉導入ができないと
いうことで、医療にも福祉にもつながらないま
ま、行政機関が長期に抱えてしまっているとい
う人が非常に増えてしまって、「支援の長期化」
ということが一つの課題になっています。その
一方で、30代の後半からのひきこもりもあります。

【２　8050問題】

中高年層の課題が、親亡き後という話は、昔
からよく言われているのですけれども、実は親
亡き後よりも以前に、もっと大きな課題があり
ます。それが「8050問題」です。

親の高齢化に伴って介護支援が出てくる場合
です。一つの家の中で、介護が必要な高齢者と、
同居するひきこもり者と、二つの支援が必要に
なってくるという課題です。今後、ひきこもり

支援と介護サービスの連携が必要になってくる
ということが、大きな課題になっていきます。

それから、中高年層の場合、ひきこもり者の
存在が周囲に気付かれていないことが少なくあ
りません。家族があまり介入を好まないことも
あります。介入したいのだけれども、家族がそ
の話をしたがらない、乗ってこない。この場合
は僕らもあまり触れません。　

やはり家族のほうは、経験的にいろいろなこ
とを知っているのです。例えば、訪問できない
ということ、本人が拒否する場合と、家族が拒
否する場合があります。家族が拒否する場合
は、本人と会ってもらっても、今のうちの子は
人と会わないから、訪問しても無理だろうと感
じている。それは決して外れていません。それ
から、第三者が家に来たら、その人に対しては
比較的いい態度を取るのですけれども、その後
に大荒れする。その対応がすごく大変というこ
とを家族は経験していますから、そういう意味
では家族が本人への介入を好まなければ、あま
り深いところまでは入らないほうがいいと思い
ます。

あまり家族が望んでいないことを、「あれし
ましょう、これしましょう」と言うと、家族自
体が相談に来なくなってきます。家族と縁が切
れてしまうと、もうその家に入れなくなってし
まいます。ですから、家族がしてほしいことだ
け、もちろんできないことはできないと言いま
すけれども、家族が「今は、それはいいです」
と言えば、「じゃあお話だけでも聞かせてくだ
さい」という感じで、継続して相談をしていっ
ています。



2021. 9（17）

あれば、ひきこもりの人が親御さんに対して何
らかの状況から、暴言・暴力を振るってしまう
というような高齢者虐待という形で入ってくる
という場合もあります。こういうふうに、地域
包括支援センターからの相談の場合は、親のほ
うにも介護などが求められますから、いわゆる
両方の連携が求められます。

ところが、この状況で何が難しいかというと、
まだまだ行政側の課題ですが、介護支援の窓口
は比較的分かっているわけです。地域包括支援
センターや高齢者の介護支援機関です。

では、ひきこもり支援の窓口がどこかという
と、これはまだまだ市町村によって不明瞭です。
ですから、介護支援の担当者が非常に困ったと
き、どの担当者に、どこの窓口に相談したらい
いのかと言われたときに、その窓口が明確になっ
ている市町村もあれば、なかなか明確になって
いない市町村もあります。

【３　介入の留意点】

ここで本人への介入についてです。先ほど言
いましたように、長期にひきこもっている人た
ちは、自分の領域に人が入るということに、非
常に強い不安感があります。

ですから、最初に、親への支援が行われると
きに、本人に対しては、「あなた自身の生活は
脅かされないよ」というメッセージを伝えても
らうことが必要です。

それから若年層とは、介入の目標が異なると
いうこともあります。8050問題の課題として、
親の介護サービスに入るときの一番の問題は、
ひきこもりの人はじっくりと関わればいいです
が、高齢の方にはできるだけ早く介護を入れた
い。ですから8050問題でも、その両者をセット
で急いで入るのではなくて、とにかく介護サー
ビスを円滑に進めるということを一番の目標に
しています。

介護サービスが円滑に入るということは、家
の中が安定するということですから、結果的に
はひきこもり支援に入りやすい体制が整いま
す。もちろん親御さんが元気な間から当事者に
介入できるということもたくさんありますが、
中には当事者には直接会えないことも少なくあ
りません。この場合は家族相談を続けてやって
いきます。

ところが、例えば親御さんが認知症になって
しまって、いろいろ生活がうまくいかなくなっ
てくる。親御さんの身体介護が逆に必要になっ
てきて、ひきこもり当事者の人たちの中には、
頑張って介護をしてくれる人もいます。ところ
が、親御さんの介護を一人でやっているのは負
担ですから、最終的には暴言や暴力が出たりし
て、地域包括支援センターに相談が入る場合も
あります。

家の中に入ったらひきこもりの人がいました
というような一般相談として入ってくるときも
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でも、頼むのは自立ではなくて、やはりお母
さんのためです。「だいぶ寒くなってきたから、
お母さんが帰るころになったらエアコンつけて
おいてもらえると助かるわ」とか、「暗くなっ
てきたから、お母さんが帰るころは玄関の電気
つけておいてくれると助かるわ」とか。自分も
お母さんの役に立っている。そうすると、自分
がお母さんの役に立っている人だと、支援者が
見てくれている、頼られているというだけで、
逆に関係が生まれてくるということもあります。

支援のスタートは、介護支援・ひきこもり支
援の連携の中で、親御さんは介護支援、ひきこ
もり当事者はまず安心・安全の保障から入って
いきたいなと思っています。

全国400か所あまりの地域包括支援センター
の方に、アンケートを取ったことがあるのです
が、ひきこもり当事者は親の介護に協力的な人
が３分の１、無関心が３分の１、それから拒否
が３分の１。「非常に困った」例では、自分の
ネットの買い物を、親の年金から使っていると
いう、経済的な虐待状態もあります。

ですから、介入には親の介護支援を優先して
くださいということです。親の介護支援が優先
されるということは、親の介護支援者が家の中
に入ることを本人が受け入れてくれるというこ
とですから、結果的にはそこから支援が始まり
ます。逆に、親の介入をきっかけに、何気なし
に本人にも病院の受診を促したり、現状の変化

親に介護が入る。それに対してあなたへの負
荷はない。第三者が家に入るときは事前に伝え
る。本人の望まないことは極力しないというこ
とを、親を通じて伝えていきます。

親への介入をきっかけに、本人への介入をし
ようとしても、本人にとって、親に介護サービ
スが入るということは、自宅に第三者が入ると
いうことで、これだけで実は強い緊張感なので
す。ですから、そこでも親への介入はあっても、
安心・安全を保障されるということを感じても
らうことが重要です。

逆に、僕らの診てきた中の失敗事例からいく
と、別に強要したわけでも何でもなくて、何気
なしに介護サービスに入った人が、ひきこもっ
ている人に、「もうお母さんも大変だから、そ
ろそろあなたも自立しないとね」とか、「あな
たもそろそろ仕事ができたらいいよね」とか、
別に何の悪気もなく、ごく普通に話をしただけ
ですが、本人としては強い恐怖感を抱いていま
すから、「自立しろと言われた」、「仕事しろと
言われた」と。彼らは、仕事しろと言われると
いうことは、人の中に入れと。人の中に入れと
いうことが、どれだけ自分にとってはつらいこ
とかと。それぐらいだったら死んだほうがまし
だと。こういうことを言われる人は、珍しくあ
りません。

ですから、親の介入を通して、まずひきこも
り者が支援者に対して、安心・安全の保障を感
じられるということが重要になっていきます。
一方で、地域包括支援センターのスタッフと、
ひきこもりの人との関係が安定してくると、そ
こからひきこもり支援に入れたというような事
例もあります。

さっきの「洗濯物でもたたんでおいてくれた
らうれしいわ」というのは、親の役に立つとい
う感じです。ですから、地域包括支援センター
から入られた支援者の方も、頼めそうな人であっ
たら、本人に頼んでもらってもいいのです。
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〈参考〉
原田豊「支援者・家族のためのひきこもり相

談支援実践ガイドブック～8050問題、発達障害、
ゲーム依存、地域包括、多様化するひきこもり
支援～」（福村出版、2020年10月）

を持ち出したりするということは、ひきこもり
当事者に混乱をもたらし、ここに強い拒絶等が
生れます。

【４　「支援の拒否」への関わり】

ただ、こういう中高年の人たちは、今回コロ
ナのことで思ったのですけれども、実はひきこ
もりの人たちは、一人では生活できないのです。
放っておいてほしいのですけれども、全く放っ
ておかれると困るのです。

なぜかというと、彼らが困ることは二つあり
ます。一つは経済面です。お金をどうするの
か。それからもう一つは、外に出られない、だ
から買い物ができない。彼らが困っているのは
この２点です。

ですから、僕らはよく長期で困っている、な
かなか介入できない人たち、なかなか家族を通
してだけしかコンタクトが取れない人たちの中
に介入するときは、仕事をするとか生活のこと
という話をしても、当事者にとっては、生活は
もう自分でするから放っておいてくれと、仕事
なんて人と会うなんてとんでもない、今の自分
にはできないという中でも、でもこれをしてく
れたら助かると思っているのは、経済面と買い
物です。だから、その彼らを何とか変えようと
思うのではなくて、彼らが助かるところだけを
介入していくと、そこから入っていけるという
ことが実はあります。本人を変化させるための
働きかけではなくて、本人にメリットがありそ
うなことを考えて提案していくことをしていき
たいなと思っています。

ご清聴ありがとうございました。
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■　トピックス　■

名古屋市における「精神障害にも対応した
地域包括ケアシステム」構築に向けた取り組みについて

名古屋市健康福祉局健康部健康増進課

はじめに
本市では、精神障害者が地域の一員として安

心して自分らしい暮らしをすることができるよ
う、医療、障害福祉・介護、住まい、社会参加

（就労）、地域の助け合い、教育が包括的に確保
された地域包括ケアシステムの構築に向けて、
国による構築推進事業・構築支援事業を活用
し、平成30年度より取組みを進めています。

３層構造の支援ネットワーク
本市の特徴として、地域における重層的な支

援体制の構築を目指し、「１人ひとり」「ブロッ
ク毎」「市域全体」の３層構造における協議の

場を設置し、ネットワークづくりを進めています。
（１）「１人ひとり」のネットワーク

措置入院者の退院後支援の合議体として、支
援対象者に対し、入院中から精神科病院、市保
健所・保健センター、地域の支援事業所等がか
かわり、入院中に構築した支援のネットワーク
を退院後も継続していくことで、地域での生活
を支援しています。
（２）「ブロック毎」のネットワーク

「地域支援ブロック調整会議」として市内を
４ブロックに分割し、ブロック単位での顔の見
える連携や地域課題の把握・検討を進めています。
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　〈ブロック割〉

　・東ブロック（千種、中、昭和、名東）

　・西ブロック（中村、熱田、中川、港）

　・南ブロック（瑞穂、南、緑、天白）

　・北ブロック（東、北、西、守山）

（３）「市域全体」のネットワーク

学識経験者、当事者団体、民間関係団体、関
係行政機関等を構成員とする「名古屋市精神障
害者支援地域調整会議」を設置し、市域全体の
課題の集約や支援体制の調整整備に向けた意見
交換を行っております。

地域包括ケアシステム構築の取組み
前述した３層構造における協議の場の設置と

あわせて、本市では地域包括ケアシステムの構
築に資する次の各種事業の取組みを進めています。
（１）精神障害者ピアサポート活用事業

� 【事業開始：平成24年度】

精神障害者ピアサポーターが自身の体験談等
を直接伝えることで、長期入院者等への退院へ
の動機づけ支援や地域住民への普及啓発活動を
行っており、各区障害者基幹相談支援センター
が「ピアサポーター」の登録や派遣調整を行っ
ています。

　〈利用実績等〉　令和２年度

　・サポーター登録人数：51人

　・サポーターの延活動者数：28人

（２）家族ピアサポート総合事業

� 【事業開始：平成25年度】

精神障害者の家族による精神障害者の家族を
対象としたピア電話相談・面会相談や精神障害
者の家族同士の繋がりを深める精神障害者の家
族を対象とした交流事業等を特定非営利活動法
人名古屋市精神障害者家族会連合会へ委託実施

しています。

　〈相談実績〉（令和２年度）

　・電話相談延件数：1883件

　・面会相談延件数：789件

　〈交流事業〉

　新型コロナウイルス感染症の影響に伴い令和２年

　度は中止

（３）精神障害者社会資源見学事業

　� 【事業開始：令和元年度】

精神科病院に入院中の精神障害者に対し、
ジャンボタクシー等の車両を借り上げ、居住施
設や日中活動場所等の社会資源を見学する機会
を設けることで、地域生活に対する不安の軽減
や、退院する意識を働きかけて、地域生活への
移行の動機づけを行っています。　　

　〈利用実績〉令和２年度

　・実施回数：８回

　・参加者数（入院患者）：23人

〈見学の様子〉
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（４）保健医療型アウトリーチ支援モデル事業

　　　　　　　　　 【事業開始：令和２年度】

精神保健医療的な支援を必要としながら、
様々な理由で自ら支援を求めることができない
未治療・治療中断の状態にある方などを対象に、
医師・看護師・精神保健福祉士などの多職種専
門チームによるアウトリーチの相談支援を行い、
早期把握や医療をはじめ保健及びその他必要な
支援に繋げる個別支援を、モデル事業として市
内精神科医療機関を運営する法人に委託実施し
ています。

　〈利用実績〉令和２年度

　・支援利用申込：６人

　・家族等相談支援延件数：13件

　・アウトリーチ支援延件数：12件

今後の課題と展望
このように本市では３層構造によるネット

ワークの構築や包括ケアシステムの構築に資す
る各種事業の取組みを進めています。

４区ごとのブロック調整会議には、各区に設

置されています障害者基幹相談支援センターを
はじめ、ほぼ全ての精神科病院の関係者や各区
の家族会の方々にもご参加いただいており、保
健・医療・福祉のそれぞれの関係者の連携が進
みネットワーク構築の基礎が形成されつつある
と感じています。

しかしながら、高齢者の入院長期化や退院後
の住居の課題に対して、高齢者支援機関や居住
支援機関等との連携が、今後の課題となってい
ます。

そうした中、令和３年３月に精神障害にも対
応した地域包括ケアシステムの構築をその内容
に含む「第６期名古屋市障害福祉計画・第２期
名古屋市障害児福祉計画」を策定いたしました。

この計画に基づき、３層構造のネットワーク
での協議の場を拡大し、精神科病院、その他医
療機関、地域援助事業者、本市における福祉部
門、保健センター等に、高齢者支援関係者や居
住支援関係者等を加え、関係者間の相互理解の
促進や連携の強化を進めることで、精神障害に
も対応した地域包括ケアシステムの構築に引き
続き取り組んでいきます。
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愛知県精神保健福祉協会長奨励賞　受賞団体紹介
当協会では、愛知県精神保健福祉基金を活用し、精神障害者の自立や社会参加に向けた活動をして

いる団体に対し、「愛知県精神保健福祉協会長奨励賞」を授与しています。
令和２年度に受賞された５団体の活動をご紹介いたします。

特定非営利活動法人みち（豊田市）

「住み慣れた地域に活動、活躍の場をつくりたい」
そんな想いで、2017年４月に特定非営利活動

法人みちはできました。
豊田市の旧町村である中山間地域には、精神

障がいの方を利用対象とする事業所は少なく、
バスで２時間程かけ豊田市都市部の事業所に通
所する方が多くいらっしゃいました。2014年６
月に任意団体を立ち上げ、中山間地域在住の精
神障がい当事者、家族、保健師、相談員、ホー
ムヘルパー等へのニーズ調査、座談会を経て、
この地域での事業所の必要性を感じ、法人設立
とデイサービス型地域活動支援センター畦道（あ
ぜみち）を開所しました。

現在、畦道では「この地域で必要とされる仕
事」を中心におこなっています。具体的には、
薪割り、綿から糸を紡ぐ仕事、農家さんのお手
伝い、お寺や空き家の掃除、豊田市の木を使っ
た商品作りです。開所５年目となった現在で
は、「この仕事、畦道さんでお願いできない？」

と地域の方からお声をかけていただく機会が増
えました。

また、開所時は中山間地域在住の方の利用を
想定していましたが、豊田市都市部在住の方の
利用希望もありました。畦道を選ばれる理由と
しては、「環境が良く、街ではできない仕事が
ある」、「畦道から片道30分以内であれば送迎も
可能」というところが大きいようです。７月現
在では27名の方が利用登録をされています。

当法人では今年度中に、「事業所移転」と「畦
道の事業移行」を予定しています。少しずつ畦
道の利用登録者も増え、現在の事業所よりも広
い物件を探していました。そんな時、地域の方
から「ここの空き家、使ってくれない？」とお
声かけいただきました。そして、中山間地域
では初の就労支援事業所（B型）に事業移行を
します。活動内容等は当法人のホームページ

（https://npo-michi.com）をぜひご覧ください。

ピア活あいち運営委員会（名古屋市千種区）

『ピア活あいち運営委員会』は、2015年に愛
知県精神障害者家族会連合会(愛家連)さまのお
声掛けで始まった大規模交流会『ピア活あいち』
の開催をきっかけに愛知県内のお祭り好きな当
事者達が集まってできた当事者主体の任意団体
です。

活動の目的は、
①参加当事者が楽しく元気になるための活動

②当事者の孤立を防ぐ為、社会と繋がるよう貢
献する活動

③多様なリカバリーの経験を学び合う活動
④ピア活動という当事者による活動を周知し、

期待を広げる活動
コロナ禍以前は、大規模交流会を1年に1回開

催する為に、月に最低１回は集まって準備活動
をしていました。
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準備の段階からいろいろなアイデアや意見が
飛び交い、上手く行く時は良いのですが、やは
り誰かが調子を崩していたりすると、なかなか
意思の疎通が取れなくなり、大変になったりし
ます。

いろんな事がありながらも、当日の来場者の
受付案内に始まり、司会進行、会場費の精算ま
で、全ての工程を楽しみながら当日ボランティ
アの方々のご協力も得ながら一緒に行います。

精神疾患の当事者が活躍する場所が極めて少
ない現代社会で、当事者が主体となって、イキ

イキとやる気満々で同じピアの人達の為に、活
動できるとても有意義な機会です。

ここまで来るには、愛家連さんと第二回『ピ
ア活あいち』を、一緒になって開催して下さっ
た名古屋市精神障害者家族会連合会(名家連）
の２つの家族会さま、ボランティアの方々と参
加者の方々と各スポンサーさまのお陰だと思っ
ています。

コロナ禍で、次回大規模交流会開催時期は未
定ですが、いつかまた『ピア活あいち』をなん
らかの形で開催したいと思っています。

ボランティア団体　夢
む ー

叶
と

（名古屋市西区）

はじめまして、「ボランティア団体　夢叶（ムー
ト）」です。私たちは、2013年５月から名古屋
市西区で活動を始めました。そのメンバーは、
当事者、家族、支援者、民生委員、ご近所さん
など様々な立場の人から構成されていることが
特徴です。夢叶では、「精神・発達障害による
社会的孤立は社会的課題」を合言葉に様々な活
動を行ってきました。医療・福祉制度は、上手
く活用できれば良いのですが、それだけでは不
十分なために、なかなか社会的孤立から抜け出
せないで苦しんでいる方々が沢山います。夢叶
では、精神・発達障害を持つ方の抱えるこのよ
うな問題を、医療・福祉にだけ任せるのではな
く、同じ地域の仲間として、地域の力で応援し
ていくことを目指している団体です。

活動の目的は、①障害による体験に新しい価
値を見出すこと、②当事者と直接交流できる機

会を創出すること、③精神発達障害への理解の
促進です。主な活動内容は、①毎月開催してい
る心聴サロンの運営、②映画上映会や当事者体
験の発表会など、啓発イベントの企画運営、③
地域交流を目的とした季節ごとのイベント　な
どがあります。また、毎月、第三日曜日にはミー
ティングも行っています。

上記の通り、様々な立場の人でメンバーは構
成されていますので、なかなかミーティングで
も意見がまとまりませんが、それも良さだと考
えています。こんな私たち夢叶ではあります
が、ともに活動に取り組んでくれる仲間を随時
募集中です。少しでも興味をお持ちの方は、毎
月ミーティングの前に説明会も実施しています
のでお気軽にご相談ください。詳しくは、HP

（https://mutranger.jimdofree.com/）をご覧く
ださい。

ボランティアグループ　なちゅら～れ（知多郡美浜町）
障害に関係なく誰もがありのままでいられる

ように、精神障害当事者さん、ご家族、ボラン
ティアさんが一緒に「地域の人」として自然な
関わりをつくり上げていく「ほっとスペースな

ちゅら～れ」を地域活動支援センター「ワーク
ルームかもめ」にて毎月第３土曜日に開催して
います（コロナ禍では活動休止あり）。

平成23年度の「精神保健福祉ボランティア養
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成講座」の施設見学体験で、受講されたボラン
ティアさんより「自分の方がほっとできた」「あ
りのままでいられた」等の感想をいただき、精
神障害当事者さんの感覚は、障害の枠組みを超
えて、人の「こころ」を和らげていくことがで
きるのかもしれないと感じ、「支援」という形
ではない「ほっとスペース」を行いたいと考え
ました。
「人として」接してもらうと、当事者さんは

「障害者」としての自分ではなく、「人として」
の存在の自分を取り戻していけます。そして、
当事者さんが大切にしていること、「こころ」
が壊れないように、自分の「こころ」に無理を
しないで、ありのままでいる大切さを自然に発

信してくれるため、周りにいる人たちの「ここ
ろ」も自然と緩くなります。
「こころ」が孤立すると、「こころ」の孤独感

から、生きるための力が弱まってしまいます。
そんな時、誰かに気づいてもらえたら、少し楽
になれるような気がします。だから「その人」
のことを気にかけてくれる存在が地域の中にい
てくれることを大切にしていたいと思います。

双方が存在してくれていることで「場の力」
が生まれ、「こころ」があたたかくなる感覚が
循環していきます。相手のありのままを受け入
れながら、自分のありのままも出せる、「こころ」
がほっとできる空間をみなさんと一緒につくっ
ています。

稲沢地域精神障がい者自助グループ　ぺコラ（稲沢市）

活動の概要は、茶話会、勉強会、夕食会、
ウォーキング、いなほの家（就労継続支援B型
事業所）のイベントの企画、文学の朗読、詩を
書いたり、いなほハートニュースの機関誌の編
集等です。活動の目的は当事者がよりよく生き
るための活動を目的としています。活動の内容
は当初は健康のためのウォーキングをし喫茶店
に行ってモーニングを食べながら仲間同士の
親交を深めました。同時にwrapを行いお互い
の精神の危機的状況の回避方法、生活をよりよ
くするためについて知恵を出し合ったりしまし
た。夕食会を行い共に食事を作り食する大切さ
を共有しました。また水曜日の会ではいなほの
イベント等についての内容について意見を出し
合いました。

また、地域勉強会等によって、みんなネット

から主題を選び福祉制度、障がい者の心の問題
を扱い学び、月一回の定例会では近況を話し
合ったり、社会情勢や、よく生活するための情
報、人生観など幅広く話し合われました。

100円程度のお菓子といなほの家職員からの
差し入れ、いなほカフェの自分たちで決めたブ
レンドの割合のコーヒーを振舞っています。ま
た会費により、１年に２回程ピザ、ラーメンな
どを食べその時にも、職員から差し入れとして、
巻きずし等もありました。様々な過程を経てき
ましたが、今も月一回の定例会ではいなほの職
員２名も含め10名前後の参加、会費は12名から
100円集めており、ほとんどメンバーも固定さ
れています。みなさん穏やかな方ばかりで、日
曜日の過ごし方に困っていらっしゃるメンバー
にはニーズがあります。
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■令和３年度｢定期総会｣報告■

令和３年度定期総会が６月４日（金）オンラ
インにて開催されました。協会諸事業、令和２
年度決算報告及び令和３年度予算（案）につい
て協議され、それぞれ承認されました。

なお、新役員は次のように承認されました。

◆令和３年度新任役員◆
　　　　　　　　（50音順・敬称略）

〈常務理事〉

小島　寿文　愛知県教育委員会学習教育部長
長坂　正文　東京福祉大学心理学部教授
〈理　　事〉

伊藤佐奈美　中部大学現代教育学部教授
大川　栄治　名古屋市教育委員会事務局指導部長
柿木　良太　名古屋少年鑑別所長
木村　哲也　愛知精神神経科診療所協会長
高木　　宏　愛知県精神医療センター院長
竹島久美子　愛知県保健医療局健康医務部医務課
　　　　　　こころの健康推進室長
丸山　晋二　愛知県保健所長会長
森岡　士郎　愛知県県民文化局社会活動推進課長
弥永　理絵　名古屋保護観察所長
山田　久子　愛知県地域婦人団体連絡協議会長
〈監　　事〉

榊原　昌志　名古屋市健康福祉局健康部主幹

■令和２年度　精神保健福祉協会事業報告■

１　精神保健福祉普及啓発事業

こころの健康を考える講演会（オンライン）
開催日　令和２年11月５日（木）
２　会議の開催

◇総会・理事会
（書面表決にて実施）

◇広報研修部会
（１）開催日　令和２年７月20日（月）
　　 場　所　愛知県東大手庁舎８階
　　　　　　 82・83会議室

（２）開催日　令和３年２月８日（月）
　　 � （オンラインにて開催）

◇精神保健福祉基金審査委員会
（１）開催日　令和２年９月７日（月）

　　　 場　所　愛知県東大手庁舎８階
　　　　　　　 84会議室
（２）開催日　令和３年１月25日（月）

　　　�  （オンラインにて開催）
◇協会長表彰選考会

　開催日　令和２年９月24日（木）
　� （オンラインにて開催）

◇総務部会
　開催日　令和３年３月９日（火）
� 　（オンラインにて開催）

◇常務理事会
　開催日　令和３年３月18日（木）
　� （オンラインにて開催）

◇協会長奨励賞表彰選考会
　開催日　令和３年３月18日（木）
　� （オンラインにて開催）
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会員募集のお知らせ

当協会では、広く会員を募集しています。
年 会 費：個人会員（ 1,000円）
　　　　　団体会員（15,000円）
　　　　　賛助会員（50,000円）
納入方法：ゆうちょ銀行振込用紙をお送りします。
お問合せは事務局までお願いします。

収 入 の 部 支出の部
会　　 費 1,130 一般管理費 1,038
県委託料 210 事 業 費 414
市委託料 105 予 備 費 0
繰 越 金 408 繰 越 金 401
雑 収 入 0

計 1,853 計 1,853

収 入 の 部 支出の部
会　　 費 1,137 一般管理費 1,074
県委託料 210 事 業 費 516
市委託料 105 予 備 費 264
繰 越 金 401
雑 収 入 1

計 1,854 計 1,854

令和２年度収支決算� （単位千円） 令和３年度収支予算� （単位千円）

　奥　村　雅　代（精神保健福祉士）
　落　合　　　隆（病院事務長）
　神　　　清　美（臨床検査技師）
　角　谷　弘　子（看護師）
　中　井　恵　子（看護師）
　橋　詰　かよ子（福祉施設長・サービス管理責任者）
　林　　　正　子（看護師）
　福　田　博　司（断酒会会長）
　船　﨑　初　美（精神保健福祉相談員）
　眞　野　　　香（臨床心理士）

■令和２年度　精神保健福祉協会長表彰を受けられた方■　（50音順・敬称略）

協会長表彰…オンラインで行いました

協会ホームページにて「こころの健康コラム」を
掲載しています。ぜひごらんください。

http://aichi-mental.jp/



（28） こ こ ろ の 健 康

　当協会では、篤志家からの寄付による｢愛知県精神保健福祉協会精神保健福祉基金｣を設置し、精神
障害者の社会復帰及びその自立と社会経済活動への参加の促進を図るための事業を行っています。
１ 貸付事業
　精神障害者を対象とする障害福祉サービス事業所等を運営する者に対して、必要な資金を無利子で貸
し付けています。
＊貸付の対象者……主として精神障害者を対象とするグループホーム、小規模作業所等を運営する者
＊貸付の種類……①運営資金 ― 施設の運営に要する費用
　　　　　　　　　②整備資金 ― 施設の創設、改造、修理等に要する費用
＊貸 付 額……１口10万円で、限度額は15口（150万円)まで
＊貸 付 利 子……無利子
＊償 還 方 法……１年据え置きで、以後４年以内に一時償還または分割償還
＊受 付 期 間……毎年度８月末日までに協議書を提出（令和３年度受付は終了しました）
２ 奨励賞事業
　精神障害者の自立や社会参加に向けた活動をしている個人やグループ等に対して奨励金を交付してい
ます。
＊対 象 者……愛知県内で、精神障害者の自立や社会参加に向けて１年以上10年未満の活動を

行っている個人、グループ及び団体
＊賞 金 額……10万円
＊応 募 期 間……９月１日から12月28日まで
＊応 募 方 法……所定の応募申込書、参考資料を協会事務局に提出
＊授 賞 式……総会(６月予定)に併せ実施

　お問い合せは、愛知県精神保健福祉協会事務局へ　　電話：（052）962-5377　内線550

精神保健福祉基金のご案内

事務局　〒460－0001
　　　　名古屋市中区三の丸3-2-1
　　　　愛知県東大手庁舎
　　　　愛知県精神保健福祉協会
　　　　TEL　052－962－5377（内550）
　　　　FAX　052－962－5375




